
-1-

2014 年は私の年です。 みなさんよろしく ！

浜松市楽器博物館だより
Hamamatsu Museum of Musical Instruments No.85

2014.1.10
本紙はホームページでも

見ることができます。

　新年になりました。少し遅くなりましたが、あけま

しておめでとうございます。今年も浜松市楽器博物館

をよろしくお願いいたします。

　さて、今年は午年。楽器博物館では新年最初の開館

日の１月 4 日（土）に、お馬さんゆかりの楽器、モン

ゴルの馬頭琴のコンサートを開催しました。演奏は京

都を本拠地にご活躍中の福井則之さんです。言うまで

もなく、糸倉に馬の顔の彫刻があるので、中国語で馬

頭琴（マートウチン）、モンゴル語でモリンホール（モ

リン＝馬、ホール＝弦楽器）と言います。この楽器は

世界に何千何万とある楽器の中でも、日本人が大好き

な楽器の代表格でしょう。

　その理由はいくつかあると思いますが、お馬さんの

顔が彫刻されていて親しみが持てることと、ほとんど

の日本の小学生が 2年生の国語で学習する物語「スー

ホの白い馬」の影響力が大きいことでしょう。少年

スーホの愛する馬が、悪い王様に殺されてしまい、

スーホはその亡骸で馬頭琴を作ったというお話で

す。お話では楽器のすべてが馬の体から作られたよ

うですが、現代の実際の馬頭琴は、本体の弦と弓の

弦が、馬の尻尾の毛なんですね。

　今年の年男、年女ならぬ年楽器の馬頭琴ですが、

楽器博物館には、素朴なものから複雑なものまで、

いろいろなタイプが展示されています。お馬さん

の彫刻も色々です。どの彫刻からも、人々のお馬

さんへの愛情が感じられますね。

ミュージアムサロン「馬頭琴」　　
日　時：平成 26 年 1 月 4 日（土）
　　　　11:00、13:00、14:00、15:00、16:00（各 20 分）
会　場：楽器博物館 天空ホール
出　演：福井則之　　入場者 :459 人
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展覧会「五線譜に描いた夢 日本近代音楽の 150 年」にて所蔵ピアノを展示

　2013 年 10月 11日（金）から12月 23 日（月･祝）まで、

東京オペラシティアートギャラリーにて開催された展覧

会「五線譜に描いた夢 日本近代音楽の 150 年」で、楽器

博物館所蔵のアップライトピアノ（1899 年頃 日本楽

器製造株式会社＝現ヤマハ）が展示されました。

　この展覧会は、東京オペラシティ文化財団、明治

学院大学、ＮＨＫプロモーション、日本経済新聞社

の主催によるもので、明治学院大学図書館付属日本

近代音楽館の所蔵資料を中心に、全国の美術館、博

物館や個人から提供された貴重な資料を加えた約

300 点によって、幕末維新期から現代までの日本の

音楽の展開をたどるものです。

　展示は「Ⅰ.幕末から明治へ」「Ⅱ．大正モダニズムと音楽」

「Ⅲ．昭和の戦争と音楽」「Ⅳ．『戦後』から21世紀へ」の

４部構成で、アップライトピアノは、純正調オルガンや

紙腔琴とともに、Ⅰの楽器のコーナーに展示されました。

　明治から昭和を生きた作曲家の自筆楽譜や、多種多

様な楽譜、演奏会のパンフレット、写真など、西洋音

楽の摂取と発展に賭けた先人の思いと努力が伝わって

くる展示でした。

　展示資料を網羅した素晴らしい図録（写真下）は、オ

ペラシティ内の売店で販売されていますので、ぜひご利

用下さい。

「ドラムス＆ヴォイセズ」 日本アセアン友好協力 40 周年コンサート

　2013 年 12月 18日（水）午後7時より東京オーチャー

ドホールにて、日本ASEAN友好協力40周年記念のコンサー

ト「ドラムス＆ヴォイセズ」がありました。国際交流基

金とBunkamura が主催したもので、タイ、ベトナム、ミャ

ンマー、カンボジア、ブルネイ、ラオス、日本の７カ国

の音楽家がソロやアンサンブルで太鼓や打楽器をメイン

にお国柄を披露し、聴衆に大きな感動を与えました。

　どの国の音楽も音階やリズムに特徴がありますから、

ソロでは問題がなくとも、合奏となるとうまくいかない

のが常です。しかし、今回はその部分がうまく解決され

ており、なおかつそれぞれの国の音楽の特徴を失うこと

なく、素晴らしいアンサンブルを披露してくれました。

　楽器博物館は2013 年7月にミャンマーの演奏家が来日

した時に所蔵楽器のサイン･ワインを演奏していただいた

経緯もあり、館長がこのコンサートに招待され、レセプショ

ンにて各国のメンバーと交流を

持てました。

　2015 年からは日本政府のア

セアン文化交流予算も十分に用

意されるとのことで、楽器博物

館でもアジアの演奏家との交流

が活発になりそうです。



博物館ロビーに新タペストリー 現代の「奏楽天女」

　博物館入口前のロビーはガラス張りの明るい空間

です。西側の壁面には、西洋楽器を奏でるイラスト

のタペストリーが吊るされていますが、南側の壁面

にも、新しいタペストリーが設置されました。イラ

ストはアジアの楽器を奏でる天女像で、西側タペス

トリーと同じく画家ハラダチエさんの作品。

　楽器を奏でて空を飛ぶ天女の像は「奏楽天女（そ

うがくてんにょ）」と呼ばれ、敦煌の壁画や、仏教

寺院の阿弥陀来迎図などの壁画によく登場します。

今回設置されたのは、琵琶、鈸（ばつ）＝シンバル、篳篥、

方響（ほうきょう）＝鉄の板を吊り下げたもの、太鼓、

笙を奏でる天女の６種類。東洋＝アジアの香りが漂

う、素敵なイラストです。

　2014 年１月５日（日）、ミュージアムサロン「フールー

スー」を行いました。演奏は国立民族学博物館外来研究

員の伊藤悟さんです。

　中国雲南省徳宏州にはタイ族の人びとが暮らしていま

す。伊藤さんは、彼らの生活や音の文化を長年研究し続

けています。2013 年の 9 月に、当館で講座を行い、タイ

族に伝わる歌と文化についてのドキュメント映画とひょ

うたん笛「フールースー」のしらべを紹介しました。

　今回は、来館者を対象にフールースーの演奏をお楽し

みいただきました。フールースーのひょうたんの中には

リード（金属でできた薄い板）があり、息を吹き込むとリー

ドが振動して音がなります。「笛」ですが、音の出る仕組

みはハーモニカと同じなのです。大きさもさまざまなも

のがあり、いくつか持ち替えながら演奏されました。昔

はこの楽器を使って好きな人に何時間も演奏していたそ

うです。循環呼吸という奏法で演奏しているので、メロ

ディーは途切れません。管が複数あるので、２～３つの

音を同時に出せます。まるで数人で演奏しているかのよ

うでした。コンサート終了後には循環呼吸の方法や楽器

についてなど質問をされるお客様がたくさんいらっしゃ

いました。神秘的な音色はとても心地よく、やさしい気

持ちになる演奏でした。

日　時：平成 26 年１月５日 (日 )　
　　　　13:30、14:30、15:30（各 20 分）
会　場：楽器博物館 天空ホール
演　奏：伊藤悟（国立民族学博物館外来研究員）
入場者：97 人

新年ミュージアムサロン　ひょうたん笛「フールースー」
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ＣＤ新録音～スクエアピアノ、バロックギター、イングリッシュギター
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　2013 年 12 月に楽器博物館コレクションシリーズ

ＣＤの新録音をしました。今回の楽器は、スクエア

ピアノ（1805 年頃 ロンドン ラウド / クレメン

ティ）、バロックギター（1760 年頃 フランス）、イ

ングリッシュギター（1770 年頃 ロンドン ロングマ

ン＆ブレデリップ）、鍵盤付イングリッシュギター

（1780 年頃 ロンドン トンプソン）です。

　ピアノの演奏は小倉貴久子さん。ソプラノの野々

下由香里さんとヴァイオリンの桐山建志さんも入っ

て、ハイドンのスコットランド民謡集やモーツァル

トのヴァイオリン･ソナタなど当時のロンドンの家

庭音楽会を想定した曲目。ギターは竹内太郎さんで、

イングリッシュギターには井上景さん、チェンバロ

に大塚直哉さん、ソプラノに野々下由香里さんが加

わり、スパニョレッタやグリーンスリーブスなど 18

世紀の作品集。オリジナルのイングリッシュギター

の録音は本邦初ですし、鍵盤付イングリッシュギ

ターの録音はおそらく世界初でしょう。

　発売はスクエアピアノが来年 2015年の夏頃、ギター

が今年 2014年の秋の予定です。どうぞお楽しみに。

浜松市楽器博物館だより　
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博物館日誌

1/4（土）ミュージアムサロン「馬頭琴」　
 　　　　　11:00、13:00、14:00、15:00、16:00　天空ホール
　　　　　出演：福井則之　入場者：459 人
1/5（日）ミュージアムサロン「フールースー」　
　　　　　13:30、14:30、15:30　天空ホール
　　　　　出演：伊藤悟　入場者：97 人

●レクチャーコンサート & レクチャー
　「オカリナの故郷イタリアから “元祖” オカリナ七重奏」
　レクチャー    2/2（日）　13:30　音楽工房ホール　
　　講師：ファビオ･ガリアーニ
　　　　　（ブドリオ･オカリナ博物館館長）
　コンサート    2/2（日）　18:00　音楽工房ホール　
　　出演：オカリナ七重奏団GOB

●ワークショップ
　「韓国の太鼓 “チャンゴ” を演奏しよう！」
　　2/16（日）　13:30　研修交流センター 37 音楽セミナー室
　　講師：リ･チャンソプ

これからの催し物

●展示室ガイドツアー　毎日曜日　展示品の解説
　※催し物により変更もあります。
●展示品の演奏デモンストレーション　毎日数回
　チェンバロや 19 世紀のピアノなどのデモ演奏

コンサートのチケットは完売です。レクチャーのみ受け付けております。
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